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印象および石膏模型に対する中性電解水による流水洗浄の除菌効果 

永松 浩 1)、永松有紀 2)＊ 

1)九州歯科大学口腔機能学講座総合診療学分野、2)九州歯科大学口腔機能学講座生体材料学分野 

（2025年1月20日受付、2025年2月13日受理） 

 

 

要旨: 口腔内形態の型（印象）は石膏模型作製時の陰型として重要な役割を有する。型採り（印象採得）

直後の印象に対する水道水での流水洗浄（親水性印象で 2 分間）と数十分間の薬液浸漬の組合せ処理が

感染対策の推奨法であるが、表面性状や寸法精度への影響を懸念して不十分な処理となり模型に病原微

生物が付着する危険性がある。本研究では、高い殺微生物効果を示す中性電解水（NW）を用いたアルジ

ネート印象・石膏模型に対する流水洗浄処理の除菌効果を検討した。金属円板を原型とした印象試験片を

菌液（S.aureus、5.0×107個/mL）0.3 mLで汚染させた。汚染印象試験片および流水洗浄後の印象試験片

に硬質石膏練和泥を注入して模型試験片を作製した。未洗浄の模型試験片に対しても NW 流水洗浄を行

った。洗浄前後の各試験片表面を滅菌綿棒で拭き取って回収した菌を滅菌リン酸緩衝生理食塩水中に分

散後、適宜希釈して寒天平板法により残存生菌数を算出した。0.5分間以上のNW流水洗浄後の印象試験

片から残存生菌はほぼあるいは全く検出されず、続いて作製した模型試験片からは非検出であり、推奨法

と同等以上の除菌率となった。未洗浄の模型試験片に対する 0.5 分間以上の NW 流水洗浄でも残存生菌

はほぼあるいは全く検出されなかった。0.5分間以上のNW流水洗浄はアルジネート印象・硬質石膏模型

に推奨法と同等以上の高い除菌効果を示すことが示唆された。 
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1．緒言 

歯科臨床において、患者の口腔内の形態を精密に再

現するための型採り（印象採得）用材料として「印象

材」が広く使用されてきた。印象材にはアルジネート

（ハイドロコロイドタイプ）やシリコーン（合成ゴム

タイプ）等があり、ゾル状あるいはペースト状で口腔

内に注入・圧接後、数分間でゲル状あるいはゴム状の

硬化体となり歯や歯列、歯周組織の形状を陰型として

再現する「印象」を得る。この印象に石膏と水との練

和泥を流し込み、硬化させて得た口腔内形態の複製物

「石膏模型」は各種歯科技工操作の土台として利用さ

れ、補綴物（可撤性あるいは固定性の義歯）や矯正装

置の製作あるいは治療計画の立案において重要な役割

を果たす 1)。 

近年、歯科分野においても急激にデジタル化が進ん

でおり、口腔内スキャナーおよび模型用の口腔外スキ

ャナーを用いることで、印象材・模型材を必要としな

い診断・治療手法が普及している 2)。デジタル化の進

展により将来的には従来型の印象材・模型材の使用頻

度が大幅に減少すると予測されるが、現状では未だこ

れらの従来型材料が使用されており、特に複雑な症例

や最新技術の導入に要するコスト面での制約がある場

面ではこれらの歯科材料の使用は、未だ不可欠で重要

な手段である 3)。この現実を踏まえた上で、印象・模型

の消毒に関する研究は依然として重要な課題だと言え

る。 

印象は患者の唾液や血液と直接接触するため、各種

口腔内微生物の付着汚染が回避できず常に病原体汚染

の危険性を孕んでいる 4,5)。口腔内から撤去直後の汚染

された印象に対する適切な消毒処理が行われない場合、

印象自体および印象から作製された石膏模型を介して、

患者と接する歯科医師、歯科衛生士、さらには診療現

場から受け取った石膏模型により技工操作を開始する

歯科技工士に感染が拡大するリスクがある 6)。技工操

作は、診療現場から移動した模型を用いて院外の歯科

技工所で行われることが多いため、汚染された模型に

よる院外における感染リスクを防ぐ観点からも、印象・

模型の確実な消毒が求められる 4,5)。感染症のパンデミ
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ックにおいては、感染対策の重要性がさらに強調され、

診療現場のみならず、院外の技工所においても適切な

感染対策を厳格に講じる必要があり、印象および模型

の消毒手順が科学的根拠に基づいて徹底される必要が

ある。これにより歯科医療従事者全体の安全を確保し、

感染拡大のリスクを最小限に抑えることが可能となる。 

従来、印象の消毒には、医療現場で問題となるヒト

免疫不全ウイルス（HIV）および B 型肝炎ウイルス

（HBV）に対する不活化作用を有する次亜塩素酸ナト

リウムやグルタールアルデヒド系溶液等への薬液浸漬

法、ポビドンヨード系溶液を用いたスプレー法が用い

られてきたがいくつかの課題が残っている 7)。薬液浸

漬法においては、印象全体を消毒液に浸漬することで

表面の微生物を殺菌するが、親水性であるアルジネー

ト印象では浸漬に伴う吸水膨潤による寸法精度の低下

が危惧される 8-12) 。これらを改善したタイプも上市さ

れ一定の効果が得られる 11)が、市販の原液を使用前に

標準濃度まで希釈する操作は煩雑であり、飛散による

皮膚や眼への影響も危惧される。また、浸漬処理時間

の超過による影響が課題である。一方、薬液を表面に

噴霧するスプレー法は簡便であり、適切な操作により

石膏模型の表面性状への影響はほとんど生じない 12)が、

噴霧が不均一になれば除菌効果にばらつきが生じる可

能性がある。これらの方法では処理後の薬液の廃棄が

不可欠であるが、不適切な廃液処理は水質汚染、生態

系への悪影響を引き起こすリスクがある 13)。2015年 9

月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のた

めの 2030アジェンダ」14)において、2030年までの国

際目標として「持続可能な開発目標（SDGs）の実現」

が提唱されたが、消毒剤等の薬液の廃棄は目標達成の

マイナス要因となる。さらに、近年のCOVID-19パン

デミックを受け、薬液消毒の使用頻度が高まる中、将

来的なパンデミックの発生を考慮すると、現状の薬液

による消毒法では廃液量の増加による環境への負荷が

問題視される 15)。SDGs の観点からも、廃棄時の処理

が容易で環境や生態系への影響が少ない消毒・除菌処

理への移行が求められている。また、印象採得時に使

用する印象用トレー（ゾル状あるいはペースト状の印

象材を盛り上げて口腔内にトレーごと入れ、硬化後は

模型完成まで印象を固定する役割）には金属製が多用

されることから、金属腐食性が低いことも望まれる。 

これらの問題に対応するため、殺菌性電解水による

処理への転換が期待される。殺菌性電解水の主成分で

ある次亜塩素酸（HOCl）は、広い抗微生物スペクトル

16)、高い殺微生物効果 17)および生体安全性 18)から注目

されており、細菌（グラム陽性菌・陰性菌）、真菌、ウ

イルス、芽胞に対して、微生物の細胞膜や内部のタン

パク質・酵素を酸化して迅速に殺菌する 16,19)。次亜塩

素酸はヒトの好中球が免疫応答として生成する物質で

あり、生体適合性が高い点でも薬液に比べて優れてい

る 18)。また、次亜塩素酸は低濃度でも短時間で高い殺

菌効果を発揮し、使用後には水や低濃度の塩化物イオ

ンに分解されるため、環境への負荷が極めて少ない 20)。 

従って、殺菌性電解水による感染対策は、一般的な消

毒薬（エタノール、グルタールアルデヒド等）の使用

と比較して、術者および環境に対する安全性を大幅に

向上させる。各種殺菌性電解水の歯科用金属の溶出挙

動への影響について、著者らは中性タイプが酸性タイ

プよりも歯科用金属への影響が低いことを既に報告し

ており 21)、印象および石膏模型の消毒・除菌処理には

中性タイプが最適であると考える。以上の点から、本

研究では廃液削減と環境負荷低減を目指し、従来の薬

液消毒の代替法としての中性電解水（NW）を用いた印

象および石膏模型の除菌処理の有効性を検証した。 

 

2．実験材料と方法 

1) 印象および模型試験片の調製 

 原型（口腔内の代替として用いた複製の基となる金

属円板）および各試験片を図 1 に示す。消毒済みの練

和器具を用いてアルジネート印象材（アローマファイ

ンプラス、GC）をメーカー標準混水比で水と 20秒間

練和後、滅菌済みの金属円板（直径 20 mm，高さ 7 

mm）の印象採得を行い、印象試験片とした。硬質石膏

（ニューダイヤストーン、菱化デンタル）をメーカー

指示の標準混水比で水と 1 分間練和後、後述する方法

で汚染させた印象試験片あるいは流水洗浄後の印象試

験片内面に注入し、模型試験片を作製した。 

 

図 1．原型、印象および模型試験片 

        ＊印象試験片－模型試験片接触面 
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2) 使用したNWの調製 

電解補助液（5%NaCl水溶液）および水道水（TW）

を用いて二段階電解方式NW生成器 （Meau DS-1、

メディストサニテ）により、無隔膜、続いて有隔膜下

で電気分解して標準濃度のNW（（pH 7.0±0.1、有効塩

素濃度 35±5 mg/L、流量 6 L/分）を調製した。なお、

pH 値は卓上 pH メーター（PHL-20、東亜 DKK）を

用いて、また、有効塩素濃度は残留塩素濃度測定器（柴

田科学）を用いてジエチルパラフェニレンジアミン法

（DPD 法）に基づき測定した。 

3）除菌効果試験 

除菌効果試験に使用した試験片の作製、各処理の流

れを図 2に、除菌効果試験の概略を図 3にそれぞれ示

す。供試菌には、抗菌性および殺菌効果試験等に標準

的に用いられている通性嫌気性グラム陽性菌 

Staphylococcus aureus（NBRC 12732）を選択した。

ブレインハートインフュージョン（ベクトン・ディッ

キンソン、フランクリンレイクス、ニュージャージ州、

アメリカ、以下、BHI）で調製した液体培地中で、37℃、

好気環境下で24時間前培養した。遠心分離（3,000 rpm、

15分間）により集菌後、BHI中に分散し菌液（5.0×107 

Colony Forming Unit (CFU)/mL）を調製した。印象

試験片に菌液 0.3 mL（（菌数 1.5×107 個）を注入して 5

分間接触後、滅菌濾紙で吸収して菌液を除去した。図

2 および表 1 に示す各条件下で処理後、印象試験片の

試験面に対して滅菌綿棒で 3 回順次拭き取って残存す

る菌を回収した。菌付着の綿棒を滅菌リン酸緩衝生理

食塩水（PBS）中で超音波を 5分間付与して菌を PBS

中に移し、抽出した。この菌抽出液、さらに PBSで適

宜希釈した液（希釈液）を普通寒天培地（日水製薬）

と混釈し、37℃、好気環境下で 48 時間培養後，CFU

から残存生菌数を算出した。各印象試験片から作製し

た模型試験片、さらに流水洗浄（流量 6 L/分、2分間）

した模型試験片に対しても同様の方法で残存生菌数を

求めた。 

4) 統計解析  

各試験片の除菌効果試験による残存生菌数（常用対

数値に換算）のデータは、正規性の検定（Kolmogorov-

Smirnov 検定）、等分散性の検定（Bartlett 検定）後、

2群については t検定を、3群については一元配置分散

分析を行った後にポストホック多重比較（Tukey test）

を行った。すべての統計分析は EZR 統計ソフトウェ

アバージョン 1.68（自治医科大学埼玉医療センター、

埼玉）を使用し、有意水準を 5％として検定した。 

 

図 2．試験片作製および印象の処理の流れ 

* 菌液除去後の印象試験片（Cont.）から作製

した模型試験片は NW 流水洗浄の除菌効

果も調べた 

アルジネート印象材の練和

金属円板の印象採得

印象試験片

印象の汚染（菌液との接触）

汚染印象試験片（無処理）

菌液除去（Cont.．）

TW流水洗浄（TW2min）

NW流水洗浄
（NW0.5min/ NW1min/ NW2min）

薬液浸漬
（NaOCl）

硬質石膏の練和

模型試験片＊

印象材練和物

原型

菌液

石膏練和物

TW

NW

薬液

 

図 3．除菌効果試験の概要 

 

菌の抽出付着菌の回収

滅菌PBS20 mL中
超音波による洗い出し５分間

菌抽出液の希釈

37℃、48時間培養

混釈培養

滅菌PBSで適宜希釈
（×10、100、1000、10000）

印象試験片

模型試験片

滅菌綿棒での拭き取り３回

菌抽出液

各希釈液／菌抽出液

普通寒天培地
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表 1．印象および模型試験片に対する処理条件 

洗浄処理前 処理条件（略語） 

印象試験片 模型試験片 

無処理 

— — 

 

→ 菌液除去 

（Cont.） 

 

 

 

— — 

→ TW流水洗浄 

2分間（TW2min） 

— — 

→ NW流水洗浄 

0.5分間（NW0.5min） 

1分間（NW1min） 

2分間（NW2min） 

— 

→ 薬液浸漬（NaOCl） 

（1%次亜塩素酸 

   ナトリウム水溶液） 

    30分間 

— 

→ NW流水洗浄 

0.5分間（NW0.5min） 

1分間（NW1min） 

2分間（NW2min） 

— — 

— 

→ NW流水洗浄 

0.5分間（NW0.5min） 

1分間（NW1min） 

2分間（NW2min） 

TW：水道水、NW：中性電解水、推奨法：TW2min後に薬液浸漬（NaOCl） 

 

 

 

 

 

図 4．TW流水洗浄 2分後の印象試験片に対するNW流水洗浄処理の除菌効果（残存生菌数は対数表示） 

 ：印象試験片、    ：模型試験片（模型は無処理） 

          NaOCl：1%次亜塩素酸ナトリウム水溶液への 30分間浸漬処理（推奨法） 

             N.D.:  全 5サンプルから残存生菌非検出 

異なるアルファベットは有意差があることを示す（n=5、a＞b＞c、A＞B、p＜0.05） 
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3．結果 

 印象試験片に対する TW 流水洗浄 2 分間（TW2min）

まで、その後の NW 流水洗浄（NW0.5min、NW1min、

NW2min）あるいは薬液浸漬（NaOCl）後の各印象試験

片および引き続き作製した模型試験片から検出された

残存生菌数（対数スケール）を図 4 に示す。菌液との

接触で汚染させた印象試験片（無処理）から 105~6オー

ダー個、模型試験片からは 104~5オーダー個の生菌が検

出された。汚染後に滅菌濾紙により菌液吸収・除去し

た印象試験片（Cont.）から 105オーダー個、模型試験

片からは 104 オーダー個の生菌が検出され、菌液の吸

収・除去による残存生菌数の対数値に有意差はみられ

なかった（p＞0.05）。続いて行った TW2minにより印象

試験片からの検出生菌数は 103~4オーダー個に、模型試

験片からは 103 オーダー個に減少した（p＜0.05）。

TW2min までの処理後の印象試験片から引き続き作製

した模型試験片（処理なし）の残存生菌数（対数値）

は、印象試験片よりも有意に減少した（p＜0.05）。

TW2min 後の印象試験片に NW0.5min 処理を加えること

で、残存生菌は 5 サンプル中 3 サンプルで非検出、2

サンプルで 101 オーダー個まで減少し（p＜0.05）、模

型試験片からは検出されなかった。この結果は、推奨

法である TW2min後のNaOCl処理と同様であり、残存

生菌数の対数値において NW0.5minおよび NaOCl の両

処理間に有意差はみられなかった（p＞0.05）。NW 流

水洗浄をさらに延長した NW1minおよび NW2minでは、

印象および模型試験片から残存生菌は検出されなかっ

た。 

印象試験片（Cont.）に対するNW流水洗浄（NW0.5min、

NW1min、NW2min）後の各印象試験片および引き続き作

製した模型試験片から検出された残存生菌数（対数ス

ケール）を図 5に示す。印象試験片（Cont.）にNW0.5min

処理を行うことで、残存生菌は 5サンプル中 1サンプ

ルで非検出、4 サンプルで 101 オーダー個まで生菌が

減少しており（p＜0.05）、模型試験片からは検出され

なかった。NW 流水洗浄をさらに延長した NW1minお

よび NW2min では、印象および模型試験片から残存生

菌は検出されなかった。 

印象試験片（Cont.）から作製した模型試験片に対す

る NW 流水洗浄（NW0.5min、NW1min、NW2min）後の

各試験片から検出された残存生菌数（対数スケール）

を図 6に示す。Cont.から作製した模型試験片（処理な

し）に残存する 5.3（±2.0）×104 個の生菌に対して、

NW0.5min処理を行うことで、残存生菌は 5 サンプル中

2サンプルで非検出、3サンプルで 101オーダー個まで

減少した（p＜0.05）。NW 流水洗浄をさらに延長した

NW1minおよびNW2minでは、模型試験片から残存生菌

は検出されなかった。 

印象および模型試験片に対するNW流水洗浄の除菌

率（Cont.を起点とする）を表 2に示す。印象および模

型試験片に対する NW0.5min は推奨法（TW2min 後の

NaOCl）と同等の除菌率（＞99.99％）、NW1minおよび

NW2minはそれを上回る除菌率（＞99.999%）を示した。 

 

 

図 5．印象試験片に対する NW 流水洗浄処理の除菌効果

（残存生菌数は対数表示） 

  ：印象試験片 

：模型試験片（模型は処理なし） 

 N.D.：全 5サンプルから残存生菌非検出 

異なるアルファベットは有意差があることを示す

（n=5、a＞b、p＜0.05） 
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図 6. 模型試験片に対するNW流水洗浄処理の除菌効果 

（残存生菌数は対数表示） 

    ：印象試験片 

 ：菌液除去後の印象試験片（Cont.） 

 ：模型試験片（模型は処理なし） 

N.D.：全 5サンプルから残存生菌非検出 

異なるアルファベットは有意差があることを示す

（n=5、A＞B、p＜0.05） 
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4．考察 

歯科治療の一手技として行う印象採得は唾液や血液

が存在する口腔内環境で行うため、口腔外に取り出し

た印象には口腔内微生物の付着が避けられず、印象は

常に病原体による汚染のリスクを伴っている。歯科医

療従事者は、患者自身が重篤な病原体への感染を自覚

していないケースも想定して、すべての印象に対して

口腔内から撤去直後に消毒・除菌処理を施すべきであ

る。本研究で使用したアルジネート印象材はハイドロ

コロイドタイプの一つであり親水性を示すため、病原

体の付着や印象内部への侵入が起こりやすい性質を持

つ。著者らは、印象採得後のアルジネート印象に付着

した細菌は表面から 3 mm 以内まで侵入する一方、親

水性ではないシリコーンゴム印象は付着菌が表面に留

まる程度であり内部へはほとんど侵入しないこと、こ

れにより同一洗浄処理を施しても除菌効果に差がある

ことを報告している 22)。歯科臨床において、低コスト

と高い操作性によりアルジネート印象材は頻繁に使用

されるが、汚染されやすく消毒・除菌処理に注意が必

要な点はデメリットとされる。これに対し、シリコー

ンゴム印象材は病原体の侵入リスクが低いものの、コ

ストが高い点がデメリットである。状況に応じた適切

な印象材の選択と迅速な消毒・除菌プロトコールの確

立が求められる。 

本研究では、汚染されやすいタイプであるアルジネ

ート印象材を用い、口腔内での硬化時間を目安として

印象試験片と菌液の接触時間を 5 分間に設定し汚染さ

せた後、肉眼的に確認できる菌液を滅菌濾紙で吸収・

除去して、105-6オーダーの生菌を付着させた（Cont.）。

推奨法に従って、まず、TW 流水洗浄（TW2min）によ

り付着菌の 95.2±2.4%が除去できたが 104-5オーダー

の生菌が残存しており、次段階の 30 分間の薬液浸漬

（NaOCl）を組合わせることで残存生菌が検出されな

い印象試験片もあり、高い除菌効果（＞99.99%）が得

られた。NW 流水洗浄処理の有用性の基準として、推

奨法と同等以上の除菌効果を有することとした。印象

試験片に TW2min後、薬液浸漬を NW 流水洗浄に置き

換えると、0.5分間の処理（NW0.5min）で同等の効果が

得られ、推奨法で要した処理時間（約 35分間）の 10％

以下に短縮可能であり、1 分間以上の処理では残存生

菌が検出されず推奨法を超える除菌効果があることが

わかった。TW2minを行わず、Cont.にNW流水洗浄処

理を行った場合でも同等の除菌率（＞99.99%）が得ら

れることから、印象に対する 0.5分間以上のNW流水

洗浄処理は、付着菌の物理的洗い流しおよび化学的な

作用（菌に対する酸化作用）を同時に示したと考えら

れ、TW2minとの併用が不要であり、さらに処理時間を

短縮可能であり操作性向上が望める。著者らは樹脂製

上顎歯列模型を原型として作製したアルジネート印象

（金属製トレー上で硬化）に対して、NW中での 3分

間の浸漬処理、あるいは 1 分間の超音波洗浄により残

存菌が検出されないことを報告している 23)。印象試験

片の形状および汚染方法は異なるが、同一原理で生成

されたNWを用いた本研究で採用した流水洗浄は、汚

表 2．印象および模型試験片に対するNW流水洗浄の除菌率* 

被処理体への処理 除菌率*（%） 

印象試験片 模型試験片 印象試験片 模型試験片 

TW2min  — 95.2±2.4 90.3±2.8 

TW2min → NW0.5min — ＞99.99 N.D. 

TW2min → NW1min — N.D. N.D. 

TW2min → NW2min — N.D. N.D. 

TW2min → NaOCl — ＞99.99 N.D. 

NW0.5min — ＞99.99 N.D. 

NW1min — N.D. N.D. 

NW2min — N.D. N.D. 

— NW0.5min 0 ＞ 99.9 

— NW1min 0 N.D. 

— NW2min 0 N.D. 

*： 汚染、菌液吸収・除去時の印象試験片（Cont.）からの検出菌数を起点とする。平均値±標準偏差。 

N.D.: 全 5サンプルから残存生菌非検出（＞99.999%） 
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染印象試験片の菌付着面に新鮮なNWの連続接触が可

能であり、流水による洗い流し効果も加わることによ

り、わずか 0.5 分間で除菌処理を可能にしたと考えら

れる。本研究は臨床試験に先立つ基礎研究であり、実

際の臨床現場では印象の大きさ（単独歯から全顎まで）

や形態は大きく変動するため、次段階として、印象の

種類や状況に応じた最適な処理時間をより詳細に検討

する必要がある。藤原ら 24)もアルジネート印象に対す

る中性タイプの殺菌性電解水による流水洗浄について

評価しており、血液が介在しない印象に対しては 1 分

間で残存生菌が非検出と報告している。使用した電解

水、供試菌等の実験条件に違いはあるが、本研究でも

類似した結果が得られた。殺菌性電解水の主成分であ

る次亜塩素酸および第二成分である次亜塩素酸イオン

による微生物内部および表面での酸化効果に加えて、

超音波、流水等の物理的作用を組合わせることで、処

理時間の短縮化、除菌効果の向上に繋がることが推察

できる。また、アルジネート印象の浸漬処理は 10分未満

であれば寸法変化に影響しないこと 24)、強酸性タイプ

（pH 2.3、有効塩素濃度 45 ppm）を用いた 0.5あるい

は 3分間の洗浄処理は、石膏模型の寸法および形態 25)

および表面性状 26)に影響を与えないことが報告されて

いる。本実験で設定した NW による 0.5、１あるいは

2 分間流水洗浄でも、寸法、表面性状への影響はない

と考えられるが、使用電解水間の液性および有効塩素

濃度が異なるため、検証が必要である。補足実験では、

5分間のNW流水洗浄を行った石膏模型試験片の算術

平均粗さ（Ra）が 1.89±0.29 μmとなり、未洗浄（1.56

±0.27 μm）よりも増加する傾向が確認された。本研究

ではNW流水洗浄の処理時間を最大2分間に設定した

が、煩雑な歯科治療・技工の現場では処理時間が超過

する可能性も考えられる。そこで、こうした実際の使

用状況を考慮した条件を設定し、石膏模型の表面性状

への影響を現在調査している。 

感染予防の基本原則として、印象採得直後に感染性

を確実に除去した後、模型作製に移行することが重要

である。しかし、院外の歯科技工所スタッフは、依頼

元の歯科医院での印象および模型に対する感染対策の

詳細を確認できないことが少なくない。本研究では、

印象への処理が不十分で汚染が疑われる模型を想定し、

105-6オーダーの生菌が残存する印象試験片（Cont.）か

ら作製した模型試験片（104-5 オーダーの生菌が転写）

に対してNW流水洗浄処理の効果を検討した。印象試

験片への処理と同様に、0.5 分間の NW 流水洗浄

（NW0.5min）により、残存生菌が検出されない模型試験

片が確認された。また、1 分間以上の処理では残存生

菌は検出されなかった。これは、歯科技工所に持ち込

まれた石膏模型に 0.5～1 分間の NW 流水洗浄処理を

行うことで、歯科技工士自ら模型を介した感染を回避

できることを意味する。藤原ら 24)はアルジネート印象

に対する0.5分間の洗浄後には残存生菌があるものの、

続けて作製した石膏模型への 0.25 分間の洗浄処理に

より残存生菌は非検出であることから、印象に 0.5 分

間および石膏模型に 0.25 分間の組合せ洗浄処理が石

膏を介した感染の有効な防止策であると報告している。

また、石膏模型への中性タイプの殺菌性電解水の流水

洗浄は、石膏模型表面の菌体の洗い流しに止まらず、

石膏表面の微細な溶解を伴うことで細菌に対する殺菌

作用を高めることも明らかにしている 27)。先行研究お

よび本研究結果から、印象への消毒・除菌処理が不十

分で汚染リスクがある模型を想定して、石膏模型に対

してわずか 0.5 分間の流水洗浄を行うことで、石膏を

介した細菌感染防止の確実性を高めることが期待でき

る。 

近年の新型コロナウイルス感染症（COVIT-19）のよ

うなパンデミック時には、印象採得時に患者の唾液や

血液に由来する微生物が付着する可能性がある。適切

な感染対策が行われないまま歯科医院から歯科技工所

へ移送されると、移送用の容器や作業環境を介して病

原微生物が拡散するリスクが懸念される。NW の主成

分である次亜塩素酸は広い抗微生物スペクトルを有し

ており 16)、ウイルスが付着する印象および模型に対し

ても効果を示す可能性がある。そのため、煩雑な歯科

技工操作に先立ち、石膏模型に対して簡便かつ高い除

菌効果を示すNW流水洗浄は、歯科技工士の自衛のた

めの感染対策としても実用的な処理法と期待される。

今回は細菌に対する除菌効果を検討したが、歯科臨床

の実態に即した追加実験により、さらなる検証が必要

である。 

本研究では、殺菌性電解水の抗微生物効果の減弱因

子となる唾液や血液が介在しない実験系で行ったが、

実際の印象にはこれらが必ず存在し、付着口腔微生物

は多岐にわたる。次段階では、口腔内微生物を供試菌

として、アルカリ性電解水および中性電解水配合ジェ

ル 28)による前洗浄の効果や、適切な流水洗浄時間の検

討が必要である。著者らの基礎実験では、NW による

1 分間の浸漬処理が可撤性義歯（取り外しができる入

れ歯）上の付着菌を完全に除去できることを明らかに

した 29)。しかし、その後の臨床試験により、患者が使

用中の可撤性義歯には唾液や食物残渣等が付着してい
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るため、超音波の付与および 1～5 分間の処理時間の

延長が必要であることを報告している 30,31)。これらを

考慮して、最終段階では、歯科医院内において患者の

口腔内で採得した多数の印象に対して、また、歯科技

工所に届く多数の石膏模型に対してNW流水洗浄処理

の有効性を検証する予定である。 

 

5．結論 

中性電解水を用いた0.5分間以上の流水洗浄処理は、

アルジネート印象および硬質石膏模型に対して高い除

菌効果を示し、感染対策の一助となり得ることが示唆

された。 
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Impressions (negative intraoral molds) prepared before making dental stone models for dental laboratory work are 

recommended to be washed under running water for 2 minutes when using a hydrophilic type and disinfected with a chemical 

solution for several tens of minutes after removal from the mouth. However, concerns about the effects on surface properties and 

dimensional accuracy may result in insufficient bactericidal treatment of impressions, potentially leading to the transfer of 

pathogens to the models. In this study, we focused on neutral electrolyzed water (NW), which shows a high microbicidal effect, 

and examined the bacteria removal effects of alginate impressions and dental stone models by washing with running NW. 

Alginate impression specimens made by molding (impression-taking) metal disks were contaminated by contact with 0.3 mL of 

bacterial solution (5.0×107 CFU/mL). The contaminated impression specimens and those washed with running NW were poured 

with a dental stone mixture to make model specimens. The model specimens with remaining bacteria were also subjected to 

running NW washing. Each specimen, both before and after washing, was wiped with a sterile cotton swab to collect attached 

bacteria and dispersed in sterile phosphate-buffered saline solution. The number of surviving bacteria was calculated by the agar 

plate method, diluting the solution accordingly. Surviving bacteria were almost or completely undetectable on impression 

specimens washed with running NW for more than 0.5 minutes, and were completely undetectable on model specimens prepared 

afterwards. Even for the model specimens with remaining bacteria, little or no surviving bacteria were detected after running 

NW washing for more than 0.5 minutes. It is suggested that washing treatment with running NW for at least 0.5 minutes is highly 

effective in removing bacteria from alginate impressions and dental stone models.  
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